
〇鶴岡市ごみ焼却施設整備・運営事業

〇工事概要

工事期間：平成３０年４月１日 から 令和３年３月３１日

契約金額：１２,７９４,７６０,０００円

請 負 者：日立造船・佐藤工務・鶴岡建設特定建設工事共同企業体

施設概要：地上５階、地下２階 延べ床面積： 約８,０５６㎡

〇工事進捗状況（令和２年７月末日現在）

工事進捗率：約６９．１％

〇ごみを焼却した時の排熱を利用し、蒸気タービン発電機にて発電
・発電能力 ３,０２０kwh 

構内消費量：１,０２５kwh
売 電 量：１,９９５kwh

売電と市内の学校への電力供給を一体的な取組みとし、「鶴岡市ごみ焼却
発電余剰電力活用事業」として進めている。
余剰電力の固定価格買取制度認定を受け、事業に関わる「小売電気事業者
（やまがた新電力）」が総合評価入札方式により決定した。

・ 現ごみ焼却施設との比較
１）施設規模

現 在：１６５ｔ/日（ 82.5ｔ/24ｈ × ２炉 ）

新施設：１６０ｔ/日（ 80.0ｔ/24ｈ × ２炉 ）

２）プラットホームの広さ
現 在：約４７０㎡（幅33.5ｍ×奥行14.0ｍ）

新施設：約４９０㎡（幅28.0ｍ×奥行17.5ｍ）

3）ごみピットの容量
現 在：約１,６５０㎥（幅24.8ｍ× 奥行 7.0ｍ× 深さ 9.5ｍ）

新施設：約５,０５０㎥（幅25.5ｍ× 奥行15.0ｍ× 深さ13.2ｍ）
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〇鶴岡市ごみ焼却施設整備・運営事業

■ごみ焼却施設整備工事 計画工程表

■ごみ焼却施設整備工事 全景（令和2年8月18日）

■ごみ焼却施設整備工事 プラットホーム内部（令和2年8月18日）
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〇一般廃棄物最終処分場整備事業

〇工事概要

工事期間：平成３０年１２月２５日から 令和３年９月２４日

契約金額：４,６９８,０００,０００円

請 負 者：佐藤工務・鶴岡建設・佐藤組特定建設工事共同企業体

〇施設概要

埋立面積： １８,４００㎡

埋立容量：１３３,６００㎥

埋立方式：サンドイッチ・セル方式

〇工事進捗状況（令和２年７月末日現在）

工事進捗率：約４１％

〇処理水の下水道接続

委託期間：平成３１年４月２６日 から 令和５年３月２２日

契約金額：２,３７３,７００,０００円

請 負 者：鶴岡市（下水道課への業務委託）
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○一般廃棄物最終処分場整備事業

■管理用道路工（工事用道路）整備状況

■処分場整備箇所全景 （令和2年7月30日 ドローンにて撮影）
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■大荒一般廃棄物最終処分場整備工事 計画工程表
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○下水道接続（排水管整備工事）

【第1工区】（新設）
西目
施工延長：L=1,993ｍ
契約：令和2年2月
完了：令和3年6月

【第2工区】（新設）
西目～下小中
施工延長：L=3,269ｍ
契約：令和元年11月
完了：令和3年5月

【第3工区】（新設）
下興屋～栃屋
施工延長：L=1,199ｍ
契約：令和2年3月
完了：令和3年3月

【第4工区】（改築）
栃屋～大山一丁目
施工延長：L=844ｍ
設計中
令和2年度上半期発注予定

管理農道 国道・県道 市道 特殊横断箇所

【舗装本復旧】
設計中
令和3年度発注予定

【ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ第1工区】（新設・改築）
施工数量：N=3基
契約：令和2年7月
完了：令和3年8月

【ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ第2工区】（新設・改築）
施工数量：N=4基
契約：令和2年7月
完了：令和3年8月
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